
日
本
で
初
め
て
の
営
農
法
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
た
の
ま
れ
放
送
も
い

た
し
ま
し
た
。
開
墾
と
呼
ば
れ
て
い
た
東
川
開
拓
も
下
安
松
町

内
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
住
宅
も
増
し
地
名
を

松
郷
と
定
め
ま
し
た
。

動
乱
の
中
で
友
好
の
灯
　 

千
葉
県
　
飯
田
忠
雄
　 

鳳
城
県
は
、
安
奉
線
沿
い
の
要
衝
で
あ
る
。
私
は
、
昭
和
二

十
年
四
月
一
日
附
で
、
こ
の
県
の
協
和
会
本
部
事
務
長
と
し
て

赴
任
し
た
。

協
和
会
管
理
下
の
青
年
訓
練
用
に
つ
く
ら
れ
た
オ
ン
ド
ル
式

の
八
畳
ほ
ど
の
部
屋
を
私
の
住
居
と
し
、
妻
と
二
人
の
子
供
を

よ
ん
だ
。
炊
事
場
や
風
呂
は
無
く
、
便
所
は
訓
練
生
用
の
も
の

が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
生
活
で
も
妻
は
一
言
も
不
平

を
言
わ
な
か
っ
た
。

私
は
、
妻
子
を
鳳
城
の
知
人
も
な
い
訓
練
所
内
に
置
い
た
ま

ま
、
連
日
、
県
内
を
巡
回
し
、
土
地
の
古
老
、
青
年
、
学
童
を

訪
ね
て
語
り
合
っ
た
。
満
州
族
の
呉
雙
祖
と
行
動
を
共
に
し
た
。

当
時
、
糧
穀
の
集
荷
工
作
は
過
酷
を
極
め
、
そ
の
実
行
は
、

警
察
官
を
使
用
し
て
な
さ
れ
る
行
き
過
ぎ
が
民
心
に
及
ぼ
し
て

い
る
真
実
を
、
具
体
的
に
協
和
会
中
央
本
部
と
関
東
軍
第
四
課

に
報
告
し
て
、
民
心
安
定
策
の
必
要
を
訴
え
通
し
た
。

終
戦
の
陛
下
の
放
送
は
、
協
和
会
中
央
本
部
よ
り
の
通
知
を

う
け
、
こ
れ
で
満
州
国
の
崩
壊
の
近
い
こ
と
は
察
知
し
て
い
た

の
で
、
十
七
日
に
管
区
長
、
分
会
長
、
工
作
員
の
総
会
を
講
堂

に
招
集
し
最
後
の
会
合
を
開
い
た
。
型
通
り
の
議
事
が
終
っ
た

頃
、
指
導
班
長
の
王
春
露
が
突
然
演
壇
に
上
り
、
今
日
か
ら
当

分
の
期
間
、
自
分
が
神
様
と
な
る
。
飯
田
事
務
長
の
万
歳
を
す

る
か
ら
唱
和
す
る
よ
う
に
、
と
言
っ
た
。

私
は
、
だ
ま
っ
て
立
ち
上
が
り
、
万
歳
を
う
け
、
謝
辞
を
の

べ
た
。
こ
の
あ
と
、
用
意
し
た
酒
食
を
以
て
宴
会
に
入
っ
た
。

誰
か
が
立
ち
上
が
っ
て
叫
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
真
実
の
民
族
協
和

が
で
き
る
、
と
。

翌
、
十
八
日
、
協
和
会
中
央
本
部
よ
り
、
本
日
を
も
っ
て
満

州
国
を
解
体
し
、
協
和
会
を
解
散
す
る
、
と
の
電
報
が
あ
っ
た
。

そ
の
日
の
午
後
、
住
い
と
し
て
い
た
青
年
訓
練
所
よ
り
引
き



払
っ
て
、
目
本
人
居
留
民
団
会
長
か
ら
割
当
て
ら
れ
た
宿
舎
に

移
っ
た
。
協
和
会
会
員
の
管
区
長
の
好
意
で
馬
車
一
台
と
荷
車

一
台
が
用
意
さ
れ
、
職
員
一
同
の
見
送
り
を
う
け
、
県
本
部
庁

舎
を
出
発
し
た
。
そ
の
と
き
は
県
本
部
庁
舎
の
門
に
は
、
満
州

国
旗
が
は
た
め
い
て
い
た
。
私
は
お
や
っ
と
思
っ
た
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
庁
舎
の
門
に
は
、
青
天
白
日
旗
が
は
た
め
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
深
い
感
動
に
う
た
れ
た
。

鳳
城
県
に
は
、
北
支
方
面
よ
り
日
本
軍
部
隊
が
駐
屯
し
、
終

戦
直
前
に
は
司
令
官
は
平
壌
に
い
る
と
の
電
報
を
三
橋
勝
彦
副

県
長
が
う
け
て
い
る
。

終
戦
と
と
も
に
、
現
地
除
隊
し
た
兵
、
下
士
官
、
士
官
は
も

と
よ
り
軍
の
食
糧
で
終
戦
後
六
か
月
ほ
ど
日
本
居
留
民
の
食
糧

事
情
を
救
っ
た
。

ま
た
県
内
の
満
州
人
の
対
日
感
情
は
良
好
で
、

ト
ラ
ブ
ル
は
全
く
な
か
っ
た
。

九
月
、
協
和
会
県
本
部
の
庁
舎
に
、
国
民
党
鳳
城
県
本
部
が

置
か
れ
、
孫
某
な
る
書
記
長
が
来
鳳
、
旧
協
和
会
鳳
城
県
本
部

職
員
を
起
用
し
て
職
員
と
し
た
。
こ
の
国
民
党
が
九
月
二
十
三

日
に
日
本
人
幹
部
の
一
斉
検
挙
を
行
っ
た
。
私
は
勿
論
、
国
民

党
県
本
部
に
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
鳳
城
県
と
岫
厳
県
と
の
県
境
に
あ
る
上
湯
と

い
う
村
落
に
、
日
本
軍
が
大
砲
を
も
っ
て
駐
屯
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
国
民
党
に
帰
順
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
要
求
で
あ
っ
た
。

私
は
、
上
湯
部
落
の
こ
と
、
そ
の
道
順
も
、
民
心
も
知
り
ぬ

い
て
い
る
の
で
、
行
く
こ
と
に
は
不
安
は
な
か
っ
た
が
、
問
題

は
日
本
軍
で
あ
る
。
如
何
な
る
部
隊
か
、
何
の
目
的
で
駐
屯
な

の
か
、
情
報
に
暗
い
こ
と
か
ら
不
安
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
か
ら
、
有
力
人
物
で
逮
捕
さ
れ
安
東
監
獄
に
送

ら
れ
た
人
々
の
中
か
ら
、
私
と
一
緒
に
ゆ
く
人
を
見
出
し
た
い

旨
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
直
ち
に
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
私
は

そ
の
人
々
の
集
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
国
民
党
の

要
求
を
述
べ
、
ど
な
た
か
一
人
、
私
と
行
を
共
に
し
て
く
れ
ま

い
か
、
と
頼
ん
だ
。
沈
黙
が
続
い
た
。
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て

い
た
と
き
、
突
然
丸
刈
の
青
年
が
立
ち
上
が
り
、
自
分
は
佐
藤

猛
夫
と
い
い
、
上
湯
の
部
隊
に
は
心
当
り
が
あ
る
か
ら
、
同
行

し
ま
し
ょ
う
。
と
言
っ
て
く
れ
た
。
私
は
神
助
と
は
こ
の
こ
と

だ
と
思
っ
た
。

翌
、
九
月
二
十
五
日
、
早
朝
鳳
城
を
出
発
し
、
途
中
一
泊
し

て
、
二
十
六
日
午
後
三
時
頃
、
上
湯
に
到
着
し
た
。
部
隊
は
、



村
の
農
家
に
分
散
し
て
宿
泊
し
て
い
た
。

こ
の
上
湯
の
部
隊
は
、
関
東
軍
第
四
錬
成
飛
行
隊
隊
長
、
林

弥
一
郎
少
佐
で
あ
り
、
私
に
同
行
し
て
く
れ
た
佐
藤
猛
夫
は
、

関
東
軍
の
ジ
ャ
ム
ス
方
面
に
あ
っ
た
航
空
部
隊
の
少
佐
で
、
林

少
佐
の
先
輩
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
と
林
隊
長
と
の
交
渉

は
、
全
て
佐
藤
少
佐
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
交
渉
し
説
得
す
る

こ
と
三
日
、
四
日
目
の
九
月
三
十
日
、
警
察
電
話
で
三
橋
副
県

長
か
ら
、
八
路
軍
が
鳳
城
を
占
領
し
、
国
民
党
軍
は
逃
亡
し
て

し
ま
っ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

私
は
、
咄
嵯
に
三
橋
副
県
長
に
対
し
、
林
隊
長
に
、
責
任
も

っ
て
八
路
軍
に
降
伏
す
る
よ
う
説
得
す
る
か
ら
、
八
路
軍
の
代

表
の
外
は
、
上
湯
部
落
に
入
れ
な
い
よ
う
に
八
路
軍
に
申
し
出

る
よ
う
依
頼
し
た
。

十
月
二
日
、
八
路
軍
の
代
表
が
三
橋
副
県
長
を
通
訳
と
し
て

帯
同
し
、
小
湯
■
と
い
う
上
湯
部
落
の
入
口
に
来
て
、
林
弥
一

郎
隊
長
と
面
談
し
た
。

十
月
三
日
、
八
路
軍
政
治
部
の
聶
指
導
員
か
ら
単
独
で
山
中

で
面
談
し
た
い
旨
申
し
入
れ
が
あ
り
、
山
中
の
草
原
に
出
向
き
、

若
い
通
訳
と
二
人
は
私
を
待
っ
て
い
た
。
身
分
を
名
の
り
合
っ

た
後
、
私
は
私
の
一
存
で
は
あ
っ
た
が
、
次
の
三
つ
の
帰
順
条

件
を
出
し
た
。

（
一
）
武
装
解
除
に
代
え
て
、
武
装
放
棄
と
す
る
。

（
二
）
職
業
を
斡
旋
す
る
こ
と
、
帰
順
部
隊
は
、
日
本
軍
航

空
部
隊
で
あ
り
、

そ
の
航
空
技
術
は
一
流
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
八
路
軍
に
伝
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
職
を
希
望
す
る
。

（
三
）
食
糧
を
支
給
す
る
こ
と
。

こ
の
要
請
は
、
直
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
帰
順
の
談
合
は
成

立
し
た
。
こ
の
こ
と
は
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
。

十
月
五
日
、
林
隊
長
以
下
十
人
ほ
ど
の
幹
部
と
佐
藤
猛
夫
少

佐
と
私
と
は
、
八
路
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
鳳
城
に
帰
る
。

そ
の
夜
は
、
盛
大
な
歓
迎
会
が
行
な
わ
れ
た
。

十
月
六
日
、
午
前
、
帰
順
部
隊
の
林
弥
一
隊
長
、
佐
藤
猛
夫

少
佐
、
私
、
及
び
通
訳
と
し
て
実
業
科
長
の
干
渓
山
と
が
、
前

日
夜
、
延
安
よ
り
急
遽
来
鳳
し
た
劉
少
奇
の
見
分
を
受
け
た
の

で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
林
飛
行
隊
の
八
路
軍
へ
の
協
力
が
始
め
ら
れ
、

そ
の
経
過
及
び
成
果
は
、
一
九
八
六
年
に
発
行
さ
れ
た
、「
中

国
人
民
解
放
軍
東
北
老
航
校
建
校
四
十
周
年
記
念
冊
」

、
に
詳



細
記
録
さ
れ
て
い
る
。

私
の
戦
後
一
年
　 

東
京
都
　
柳
田
友
■
　 

◎
引
揚
証
明
書

終
戦
直
後
新
京
に
進
駐
し
た
ソ
連
軍
は
「
写
真
機
は
武
器
と

見
な
す
」
と
い
う
主
旨
の
布
告
を
出
し
て
、
敗
戦
市
民
（
日
本

人
）
か
ら
写
真
機
を
取
り
上
げ
た
。
善
良
で
な
い
私
は
カ
メ
ラ

を
油
紙
に
包
ん
で
石
炭
箱
に
隠
し
た
。

善
良
な
市
民
は
、
手
元
に
残
っ
た
フ
ィ
ル
ム
、
印
画
紙
、
現

像
薬
な
ど
を
露
天
（
道
端
）
に
並
べ
て
売
り
出
し
た
が
、
当
然

誰
も
買
う
人
は
い
な
い
。
私
は
「
ま
て
よ
、
今
後
国
で
生
産
さ

れ
る
見
こ
み
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
こ
の
さ
い
、
将
来
無
駄
に
な

っ
て
も
良
い
か
ら
買
っ
て
置
こ
う
」
と
思
い
、
捨
て
値
で
買
い

た
め
た
。
当
時
こ
れ
が
役
立
つ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

時
が
移
り
、
引
揚
げ
の
話
が
ち
ら
ほ
ら
街
の
う
わ
さ
に
な
る

と
、
引
揚
用
証
明
写
真
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、

ソ
連
兵
の
追
求
も
な
く
、
私
の
い
た
第
五
代
用
官
舎
自
宅
前
に

ガ
ラ
ス
室
を
建
て
、
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
写
真
屋
を
始
め
、
寒
さ

も
忘
れ
仕
事
を
し
た
。
あ
る
時
、
撮
影
に
来
た
開
拓
団
員
ら
し

い
一
団
の
中
に
、
着
物
が
破
れ
、
お
尻
の
肉
が
見
え
て
い
る
夫

人
が
い
た
。
呼
び
止
め
て
着
替
え
の
着
物
を
与
え
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
千
人
ぐ
ら
い
に
は
無
料
で
提

供
し
た
。
ソ
連
軍
が
私
に
そ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
え

な
く
も
な
い
。

出
張
撮
影
の
途
中
、
避
難
し
て
来
た
開
拓
団
員
が
収
用
さ
れ

て
い
る
小
学
校
の
講
堂
に
行
っ
て
、
が
く
然
と
し
た
。
一
家
族

ず
つ
が
、
わ
ず
か
な
荷
物
を
中
に
し
て
、
火
の
気
の
全
く
無
い

板
の
間
に
二
、
三
人
ず
つ
固
ま
っ
て
い
る
。
ビ
ア
フ
ラ
の
子
供

の
よ
う
に
■
せ
細
っ
て
、
う
つ
ろ
な
瞳
だ
け
が
大
き
く
、
ど
こ

を
向
い
て
い
る
の
か
全
く
無
表
情
で
動
こ
う
と
し
な
い
。

こ
の
子
等
の
親
達
は
働
き
に
出
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
四

～
五
体
の
死
体
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。
凍
っ
て
い
る
の
だ
。
講
堂
の
外
は
零
下
十
何
度
で
あ
る
。

吉
野
公
園
の
池
が
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
凍
る
厳
寒
で
あ
る
。
こ

の
子
等
の
親
に
は
蓄
え
が
無
い
。
そ
の
日
々
を
働
い
て
そ
の
代




